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 泣かないで 僕はここにいるよ 蒼い地球 惑星の中でただ一つ輝くほし 

 

 そっと手を貸してごらん 連れてゆくから どんな時も一緒だよ 

 

 そう言ってくれてる気がする 響（こえ）に出してみよう 雨の後に掛かる虹のように 

 

 清らかで深い瞳 もうすぐ辿り着けるさ 中途半端な父の声は何となく以前の僕に似てい

 た 

 

 綺麗な物を描こうとすればするほど悔しさが増してきて氷のように酷く冷たい でも 

 

 意味なんてないんだ わかってる でもね伝えたい そんな声がしたよ 

 

 僕は諦めない どんな時も決して 涙の粒は水滴となり抗える君の心に波紋してる 

 

 そうだ僕らは自由だ そっと胸に手をやった 祖母の残してくれた香りだ 

 

 便箋に入れそっと流した 


